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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周面に螺旋状の溝が形成され、一方の端面の中心に被係合部が設けられた円柱状のドラ
ムと、
　該ドラムの一方の端面に一端部が係止され、中間部が前記ドラムの一方の端面側から前
記ドラムの溝に沿って巻回され、前記ドラムが一方の方向に回転すると、前記ドラムから
繰り出される第１のケーブルと、
　前記ドラムの他方の端面に一端部が係止され、中間部が前記ドラムの他方の端面側から
前記ドラムの溝に沿って巻回され、前記ドラムが一方の方向に回転すると、前記ドラムに
巻き取られる第２のケーブルと、
　前記ドラムの被係合部に係脱可能な係合部を有し、係合した前記ドラムを回転駆動する
駆動源と、
　該駆動源側に設けられ、一方の面が開放面となった有底円筒状で、底部には前記駆動源
の係合部が設けられ、前記駆動源に係合した前記ドラムの周面を覆い、前記第１，第２の
ケーブルが前記ドラムの溝から外れるのを防止する周面部を有するドラムハウジングと、
　該ドラムハウジングの周面部に形成された切り欠き部に設けられ、前記第１，第２のケ
ーブルの他端部側を案内するケーブルガイド部材と、
　前記ドラムハウジングの開放面を覆うドラムカバーと、
　からなるケーブル巻き取り機構の組み付け方法において、
　前記ドラムの被係合部が前記駆動源の係合部に係合すると、前記ドラムの周面に形成さ
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れた溝のうち、他方の端面側の溝の少なくとも一巻き分が前記ドラムハウジングから外部
に露出するように前記ドラム、前記ドラムハウジングの高さを設定し、
　前記ケーブルガイド部材を、前記第１のケーブルを案内する第１のケーブルガイド部材
と、前記第２のケーブルを案内する第２のケーブルガイド部材とで構成し、
　前記ドラムカバーは、前記ドラムハウジングの開放面を覆う本体部と、前記ドラムハウ
ジングから外部に露出した前記ドラムの周面を覆うドラム周面対向部とを有し、
　前記第１のケーブルに前記第１のケーブルガイド部材、前記第２のケーブルに前記第２
のケーブルガイド部材を取り付け、
　前記ドラムの一方の端面に前記第１のケーブルの一端部側を係止し、
　前記ドラムハウジングの開放面から前記ドラムを挿入し、前記ドラムの一方の端面側の
被係合部を前記駆動源の係合部に係合させ、
　前記第１のケーブルガイド部材を前記ドラムハウジングの切り欠き部に設け、
　前記駆動源を駆動して、前記ドラムを一方の方向に回転させて、前記第１のケーブルを
前記ドラムに巻回し、
　前記ドラムの他方の端面に前記第２のケーブルの一端部側を係止すると共に、前記ドラ
ムハウジングから外部に露出したドラムの周面の溝に前記第２のケーブルを巻き付け、
　前記第２のケーブルガイド部材を前記ドラムハウジングの切り欠き部に設け、
　前記ドラムカバーで前記ドラムハウジングの開放面を覆うことを特徴とするケーブル巻
き取り機構の組付け方法。
【請求項２】
　周面に螺旋状の溝が形成され、一方の端面の中心に被係合部が設けられた円柱状のドラ
ムと、
　該ドラムの一方の端面に一端部が係止され、中間部が前記ドラムの一方の端面側から前
記ドラムの溝に沿って巻回され、前記ドラムが一方の方向に回転すると、前記ドラムから
繰り出される第１のケーブルと、
　前記ドラムの他方の端面に一端部が係止され、中間部が前記ドラムの他方の端面側から
前記ドラムの溝に沿って巻回され、前記ドラムが一方の方向に回転すると、前記ドラムに
巻き取られる第２のケーブルと、
　前記ドラムの被係合部に係脱可能な係合部を有し、係合した前記ドラムを回転駆動する
駆動源と、
　該駆動源側に設けられ、一方の面が開放面となった有底円筒状で、底部には前記駆動源
の係合部が設けられ、前記駆動源に係合した前記ドラムの周面を覆い、前記第１，第２の
ケーブルが前記ドラムの溝から外れるのを防止する周面部を有するドラムハウジングと、
該ドラムハウジングの周面部に形成された切り欠き部に設けられ、前記第１，第２のケー
ブルの他端部側を案内するケーブルガイド部材と、
　前記ドラムハウジングの開放面を覆うドラムカバーと、
　からなるケーブル巻き取り機構において、
　前記ドラムの被係合部が前記駆動源の係合部に係合すると、前記ドラムの周面に形成さ
れた溝のうち、他方の端面側の溝の少なくとも一巻き分が前記ドラムハウジングから外部
に露出するように前記ドラム、前記ドラムハウジングの高さを設定し、
　前記ケーブルガイド部材を、前記第１のケーブルを案内する第１のケーブルガイド部材
と、前記第２のケーブルを案内する第２のケーブルガイド部材とで構成し、
　前記ドラムカバーは、前記ドラムハウジングの開放面を覆う本体部と、前記ドラムハウ
ジングから外部に露出した前記ドラムの周面を覆うドラム周面対向部とを有したことを特
徴とするケーブル巻き取り機構。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車ドアのケーブル式のウインドレギュレータのケーブル巻き取り機構及
びその組付け方法に関し、更に詳しくは、周面に螺旋状の溝が形成され、一方の端面の中



(3) JP 5154965 B2 2013.2.27

10

20

30

40

50

心に被係合部が設けられた円柱状のドラムと、該ドラムの一方の端面に一端部が係止され
、中間部が前記ドラムの一方の端面側から前記ドラムの溝に沿って巻回され、前記ドラム
が一方の方向に回転すると、前記ドラムから繰り出される第１のケーブルと、前記ドラム
の他方の端面に一端部が係止され、中間部が前記ドラムの他方の端面側から前記ドラムの
溝に沿って巻回され、前記ドラムが一方の方向に回転すると、前記ドラムに巻き取られる
第２のケーブルと、前記ドラムの被係合部に係脱可能な係合部を有し、係合した前記ドラ
ムを回転駆動する駆動源と、該駆動源側に設けられ、一方の面が開放面となった有底円筒
状で、底部には前記駆動源の係合部が設けられ、前記駆動源に係合した前記ドラムの周面
を覆い、前記第１，第２のケーブルが前記ドラムの溝から外れるのを防止する周面部を有
するドラムハウジングと、該ドラムハウジングの周面部に形成された切り欠き部に設けら
れ、前記第１，第２のケーブルの他端部側を案内するケーブルガイド部材と、前記ドラム
ハウジングの開放面を覆うドラムカバーと、からなるケーブル巻き取り機構及びその組付
け方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車ドアのウインドガラスを開閉するウインドレギュレータにあっては、モータを用
いたウインドレギュレータがある。図５、図６を用いて説明する。
　図５において、ドア本体１内には、ウインドガラス２の開閉方向に沿ったガイド３が設
けられている。このガイド３には、ウインドガラス２が取り付けられたキャリアプレート
４が移動可能に係合している。ガイド３はその上下両端のブラケット５，５を介してドア
本体１に取り付けられており、各ブラケット５にはプーリ６，６’が設けられている。ま
た、ドア本体１には、ケーブル巻取り機構を駆動する駆動源としてのモータ７が設けられ
ている。
【０００３】
　ここで、ケーブル巻き取り機構を説明する。
　図６に示すように、モータ７によって回転駆動されるドラム１０には、ワイヤが巻回さ
れている。
【０００４】
　ドラム１０は円柱状で、その周面には螺旋状の溝が形成されている。一方の端面（本例
では下面）の中心には、モータ７の断面形状が矩形の出力軸に係合する角穴が設けられて
いる。ドラム１０の一方の端面には、第１のケーブル８の一端部が係止され、第１のケー
ブル８の中間部がドラム１０の一方の端面側からドラム１０の溝に沿って巻回され、ドラ
ム１０が一方の方向に回転すると、ドラム１０から繰り出されるようになっている。ドラ
ム１０の他方の端面には、第２のケーブル８’の一端部が係止され、第２のケーブル８’
の中間部がドラム１０の他方の端面側からドラム１０の溝に沿って巻回され、ドラム１０
が一方の方向に回転すると、ドラム１０に巻き取られるようになっている。第１のケーブ
ル８，第２のケーブル８’の他端部側は交差し、ケーブルガイド部材１１によって案内さ
れるようになっている。モータ７側には、底部にはモータ７の駆動軸が設けられ、周面部
にケーブルガイド部材１１が取り付けられ、ケーブルガイド部材１１以外の周面部では、
モータ７に係合したドラム１０の周面を覆い、第１，第２のケーブル８，８’がドラム１
０の溝から外れるのを防止する一方の面が開放面となった有底円筒状のドラムハウジング
９が設けられている。ドラムハウジング９の開放面は、ドラムカバー１５によって覆われ
るようになっている。
【０００５】
　図５に示すように、そして、ドラム１０を出た第１のケーブル８は、プーリ６を介して
キャリアプレート４に接続されている。また、ドラム１０を出た第２のケーブル８’は、
プーリ６’を介してキャリアプレート４に接続されている。よって、モータ７を駆動する
と、第１のケーブル８、第２のケーブル８’が進退し、キャリアプレート４がガイド３に
沿って移動し、ウインドガラス２が開閉する（特許文献１参照）。
【０００６】
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　ここで、このような構成のケーブル巻き取り機構の組み付け方法を説明する。
　最初に、ドラム１０の一方の端面に、第１のケーブル８の一端部を係止させ、専用のケ
ーブル巻き取り装置にドラム１０をセットし、中間部をドラム１０の一方の端面側からド
ラム１０の溝に沿って巻回する。次に、ドラム１０の他方の端面に、第２のケーブル８’
の一端部を係止させ、中間部をドラム１０の他方の端面側からドラム１０の溝に沿って巻
回する。
【０００７】
　次に、専用のケーブル巻き取り装置にセットされたドラム１０の角穴にモータ７の駆動
軸を係合させ、専用のケーブル巻き取り装置より第１のケーブル８及び第２のケーブル８
’とが巻回されたドラム１０を取り外して、モータ７側に移動させた後に、ケーブルガイ
ド部材１１を取り付け、最後に、ドラムカバー１５を取り付ける。
【特許文献１】実開平６－２８１６３号公報（図１０，図１１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　特許文献１に記載されたケーブル巻き取り機構を組付ける際には、専用のケーブル巻き
取り装置にドラム１０をセットし、ドラム１０に第１のケーブル８及び第２のケーブル８
’を巻回し、専用のケーブル巻き取り装置にセットされたドラム１０の角穴にモータ７の
駆動軸に係合させ、専用のケーブル巻き取り装置より第１のケーブル８及び第２のケーブ
ル８’が巻回されたドラム１０を取り外して、モータ７側に移動させる手間が必要である
。また、専用のケーブル巻き取り装置が必要である。
【０００９】
　よって、製造工数が多く、製造コストが高いという問題点がある。
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたもので、その課題は、製造工数を削減でき、製
造コストも低減できるケーブル巻き取り機構の組付け方法及びケーブル巻き取り機構を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　請求項１に係る発明は、周面に螺旋状の溝が形成され、一方の端面の中心に被係合部が
設けられた円柱状のドラムと、該ドラムの一方の端面に一端部が係止され、中間部が前記
ドラムの一方の端面側から前記ドラムの溝に沿って巻回され、前記ドラムが一方の方向に
回転すると、前記ドラムから繰り出される第１のケーブルと、前記ドラムの他方の端面に
一端部が係止され、中間部が前記ドラムの他方の端面側から前記ドラムの溝に沿って巻回
され、前記ドラムが一方の方向に回転すると、前記ドラムに巻き取られる第２のケーブル
と、前記ドラムの被係合部に係脱可能な係合部を有し、係合した前記ドラムを回転駆動す
る駆動源と、該駆動源側に設けられ、一方の面が開放面となった有底円筒状で、底部には
前記駆動源の係合部が設けられ、前記駆動源に係合した前記ドラムの周面を覆い、前記第
１，第２のケーブルが前記ドラムの溝から外れるのを防止する周面部を有するドラムハウ
ジングと、該ドラムハウジングの周面部に形成された切り欠き部に設けられ、前記第１，
第２のケーブルの他端部側を案内するケーブルガイド部材と、前記ドラムハウジングの開
放面を覆うドラムカバーと、からなるケーブル巻き取り機構の組み付け方法において、前
記ドラムの被係合部が前記駆動源の係合部に係合すると、前記ドラムの周面に形成された
溝のうち、他方の端面側の溝の少なくとも一巻き分が前記ドラムハウジングから外部に露
出するように前記ドラム、前記ドラムハウジングの高さを設定し、前記ケーブルガイド部
材を、前記第１のケーブルを案内する第１のケーブルガイド部材と、前記第２のケーブル
を案内する第２のケーブルガイド部材とで構成し、前記ドラムカバーは、前記ドラムハウ
ジングの開放面を覆う本体部と、前記ドラムハウジングから外部に露出した前記ドラムの
周面を覆うドラム周面対向部とを有し、前記第１のケーブルに前記第１のケーブルガイド
部材、前記第２のケーブルに前記第２のケーブルガイド部材を取り付け、前記ドラムの一
方の端面に前記第１のケーブルの一端部側を係止し、前記ドラムハウジングの開放面から
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前記ドラムを挿入し、前記ドラムの一方の端面側の被係合部を前記駆動源の係合部に係合
させ、前記第１のケーブルガイド部材を前記ドラムハウジングの切り欠き部に設け、前記
駆動源を駆動して、前記ドラムを一方の方向に回転させて、前記第１のケーブルを前記ド
ラムに巻回し、前記ドラムの他方の端面に前記第２のケーブルの一端部側を係止すると共
に、前記ドラムハウジングから外部に露出したドラムの周面の溝に前記第２のケーブルを
巻き付け、前記第２のケーブルガイド部材を前記ドラムハウジングの切り欠き部に設け、
前記ドラムカバーで前記ドラムハウジングの開放面を覆うことを特徴とするケーブル巻き
取り機構の組付け方法である。
【００１１】
　請求項２に係る発明は、周面に螺旋状の溝が形成され、一方の端面の中心に被係合部が
設けられた円柱状のドラムと、該ドラムの一方の端面に一端部が係止され、中間部が前記
ドラムの一方の端面側から前記ドラムの溝に沿って巻回され、前記ドラムが一方の方向に
回転すると、前記ドラムから繰り出される第１のケーブルと、前記ドラムの他方の端面に
一端部が係止され、中間部が前記ドラムの他方の端面側から前記ドラムの溝に沿って巻回
され、前記ドラムが一方の方向に回転すると、前記ドラムに巻き取られる第２のケーブル
と、前記ドラムの被係合部に係脱可能な係合部を有し、係合した前記ドラムを回転駆動す
る駆動源と、該駆動源側に設けられ、一方の面が開放面となった有底円筒状で、底部には
前記駆動源の係合部が設けられ、前記駆動源に係合した前記ドラムの周面を覆い、前記第
１，第２のケーブルが前記ドラムの溝から外れるのを防止する周面部を有するドラムハウ
ジングと、該ドラムハウジングの周面部に形成された切り欠き部に設けられ、前記第１，
第２のケーブルの他端部側を案内するケーブルガイド部材と、前記ドラムハウジングの開
放面を覆うドラムカバーと、からなるケーブル巻き取り機構において、前記ドラムの被係
合部が前記駆動源の係合部に係合すると、前記ドラムの周面に形成された溝のうち、他方
の端面側の溝の少なくとも一巻き分が前記ドラムハウジングから外部に露出するように前
記ドラム、前記ドラムハウジングの高さを設定し、前記ケーブルガイド部材を、前記第１
のケーブルを案内する第１のケーブルガイド部材と、前記第２のケーブルを案内する第２
のケーブルガイド部材とで構成し、前記ドラムカバーは、前記ドラムハウジングの開放面
を覆う本体部と、前記ドラムハウジングから外部に露出した前記ドラムの周面を覆うドラ
ム周面対向部とを有したことを特徴とするケーブル巻き取り機構である。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１に係る発明によれば、前記ドラムの被係合部が前記駆動源の係合部に係合する
と、前記ドラムの周面に形成された溝のうち、他方の端面側の溝の少なくとも一巻き分が
前記ドラムハウジングから外部に露出するように前記ドラム、前記ドラムハウジングの高
さを設定し、前記ケーブルガイド部材を、前記第１のケーブルを案内する第１のケーブル
ガイド部材と、前記第２のケーブルを案内する第２のケーブルガイド部材とで構成し、前
記ドラムカバーは、前記ドラムハウジングの開放面を覆う本体部と、前記ドラムハウジン
グから外部に露出した前記ドラムの周面を覆うドラム周面対向部とを有し、前記第１のケ
ーブルに前記第１のケーブルガイド部材、前記第２のケーブルに前記第２のケーブルガイ
ド部材を取り付け、前記ドラムの一方の端面に前記第１のケーブルの一端部側を係止し、
前記ドラムハウジングの開放面から前記ドラムを挿入し、前記ドラムの一方の端面側の被
係合部を前記駆動源の係合部に係合させ、前記第１のケーブルガイド部材を前記ドラムハ
ウジングの切り欠き部に設け、前記駆動源を駆動して、前記ドラムを一方の方向に回転さ
せて、前記第１のケーブルを前記ドラムに巻回し、前記ドラムの他方の端面に前記第２の
ケーブルの一端部側を係止すると共に、前記ドラムハウジングから外部に露出したドラム
の周面の溝に前記第２のケーブルを巻き付け、前記第２のケーブルガイド部材を前記ドラ
ムハウジングの切り欠き部に設け、前記ドラムカバーで前記ドラムハウジングの開放面を
覆うことにより、ケーブル巻き取り機構を組付ける際には、専用のケーブル巻き取り装置
にドラムをセットし、ドラムに第１のケーブルを巻回し、専用のケーブル巻き取り装置に
セットされたドラムの角穴にモータの駆動軸に係合させ、専用のケーブル巻き取り装置よ
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り第１のケーブルが巻回されたドラムを取り外して、モータ７側に移動させる手間が不要
となる。また、専用のケーブル巻き取り装置が不要となる。よって、製造工数を削減でき
、製造コストも低減できる。
【００１３】
　請求項２に係る発明によれば、前記ドラムの被係合部が前記駆動源の係合部に係合する
と、前記ドラムの周面に形成された溝のうち、他方の端面側の溝の少なくとも一巻き分が
前記ドラムハウジングから外部に露出するように前記ドラム、前記ドラムハウジングの高
さを設定し、前記ケーブルガイド部材を、前記第１のケーブルを案内する第１のケーブル
ガイド部材と、前記第２のケーブルを案内する第２のケーブルガイド部材とで構成し、
　前記ドラムカバーは、前記ドラムハウジングの開放面を覆う本体部と、前記ドラムハウ
ジングから外部に露出した前記ドラムの周面を覆うドラム周面対向部とを有したことによ
り、組み付けの際に、前記第１のケーブルに前記第１のケーブルガイド部材、前記第２の
ケーブルに前記第２のケーブルガイド部材を取り付け、前記ドラムの一方の端面に前記第
１のケーブルの一端部側を係止すると共に、前記第１のケーブルガイド部材を前記ドラム
ハウジングの切り欠き部に設け、前記ドラムハウジングの開放面から前記ドラムを挿入し
、前記ドラムの一方の端面側の被係合部を前記駆動源の係合部に係合させ、前記第１のケ
ーブルガイド部材を前記ドラムハウジングに取り付け、前記駆動源を駆動して、前記ドラ
ムを一方の方向に回転させて、前記第１のケーブルを前記ドラムに巻回し、前記ドラムの
他方の端面に前記第２のケーブルの一端部側を係止すると共に、前記ドラムハウジングか
ら外部に露出したドラムの周面の溝に前記第２のケーブルを巻き付け、前記第２のケーブ
ルガイド部材を前記ドラムハウジングの切り欠き部に設け、前記ドラムカバーで前記ドラ
ムハウジングの開放面を覆えば、ケーブル巻き取り機構を組付ける際には、専用のケーブ
ル巻き取り装置にドラムをセットし、ドラムに第１のケーブルを巻回し、専用のケーブル
巻き取り装置にセットされたドラムの角穴にモータの駆動軸に係合させ、専用のケーブル
巻き取り装置より第１のケーブルが巻回されたドラムを取り外して、モータ７側に移動さ
せる手間が不要となる。また、専用のケーブル巻き取り装置が不要となる。よって、製造
工数を削減でき、製造コストも低減できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　図１－図４を用いて、ウインドレギュレータに用いられる本形態例のケーブル巻き取り
機構の構成を説明する。図１は本形態例のケーブル巻き取り機構の分解斜視図、図２は図
１の分解斜視図を下方から見た分解斜視図、図３は組み付け後における図１の上面図、図
４は図３の切断線Ａ－Ａでの断面図である。
【００１５】
　図１、図２に示すように、円柱状のドラム１０１の周面には、螺旋状の溝１０３が形成
されている。図２に示すように、ドラム１０１の下面（一方の端面）１０５の中心には、
被係合部としての断面形状が非円形の角穴１０７が形成されている。
【００１６】
　図１に示すように、ドラム１０１の上面（他方の端面）１０９には、ケーブルの先端に
設けられたエンド部材が係合可能で、係合したケーブルをドラム１０１の周面の溝まで案
内するエンド部材係止部１１１が形成されている。図２に示すように、ドラム１０１の下
面１０５には、ケーブルの先端に設けられたエンド部材が係合可能で、係合したケーブル
をドラム１０１の周面の溝まで案内するエンド部材係止部１１３が形成されている。
【００１７】
　図２に示すように、第１のケーブル１２１の先端にはエンド部材１２３が取り付けられ
、このエンド部材１２３は、ドラム１０１の下面１０５のエンド部材係止部１１３に係止
され、ドラム１０１の溝１０３に沿って巻回され、ドラム１０１が一方の方向（図２にお
いて、矢印ＩＩ方向）に回転すると、第１のケーブル１２１は、ドラム１０１から繰り出
されるようになっている。
【００１８】
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　また、図１に示すように、第２のケーブル１３１の先端にはエンド部材１３３が取り付
けられ、このエンド部材１３３は、ドラム１０１の上面１０９のエンド部材係止部１１１
に係止され、ドラム１０１の溝１０３に沿って巻回され、ドラム１０１が一方の方向（図
１において、矢印Ｉ方向）に回転すると、第２のケーブル１３１は、ドラム１０１に巻き
取られるようになっている。
【００１９】
　図１に示すように、駆動源は減速機構が一体化したモータ１４１でなり、その出力軸１
４３は、断面形状が非円形の矩形となっている。そして、この出力軸１４３には、ドラム
１０１の下面（一方の端面）１０５の中心に形成された角穴１０７が係脱可能となってい
る。ドラム１０１の角穴１０７が、モータ１４１の出力軸に係合することにより、ドラム
１０１はモータ１４１により回転駆動される。
【００２０】
　また、図１、図２に示すように、第１のケーブル１２１，第２のケーブル１３１の中間
部は、アウタケーブル１２５，１３５内を挿通している。アウタケーブル１２５，１３５
の一方の端部には、円板状のケーブルエンド部材１２５ａ，１３５ａが取り付けられてい
る。
【００２１】
　モータ１４１には、第１のケーブルガイド部材１２９，第２のケーブルガイド部材１３
９が取り付けられる。第１のケーブルガイド部材１２９、第２のケーブルガイド部材１３
９は、第１のケーブル１２１、第２のケーブル１３１が挿通可能な溝を有している。第１
のケーブル１２１、第２のケーブル１３１が溝を挿通することにより、第１のケーブル１
２１はドラム１０１の下面１０５に、第２のケーブル１３１はドラム１０１の上面１０９
にそれぞれ案内されるようになっている。
【００２２】
　また、モータ１４１に取り付けられた第１のケーブルガイド部材１２９と、第１のケー
ブル１２１のアウタケーブル１２５のエンド部材１２５ａとの間には、スプリング１２７
が設けられ、アウタケーブル１２５を軸方向に付勢している。また、アウタケーブル１２
５の他方の側は固定されており、第１のケーブル１２１にたるみが発生すると、スプリン
グ１２７の付勢力により、アウタケーブル１２５が押し出され、第１のケーブル１２１の
経路が伸びて、第１のケーブル１２１のたるみが吸収される。
【００２３】
　同様に、モータ１４１に取り付けられた第２のケーブルガイド部材１３９と、第２のケ
ーブル１３１のアウタケーブル１３５のエンド部材１３５ａとの間には、スプリング１３
７が設けられ、アウタケーブル１３５を軸方向に付勢している。また、アウタケーブル１
３５の他方の側は固定されており、第２のケーブル１３１にたるみが発生すると、スプリ
ング１３７の付勢力により、アウタケーブル１３５が押し出され、第２のケーブル１３１
の経路が伸びて、第２のケーブル１３１のたるみが吸収される。
【００２４】
　図１に示すように、モータ１４１には、有底円筒状のドラムハウジング１５１が設けら
れる。このドラムハウジング１５１の底部にはモータ１４１の出力軸１４３が設けられる
。ドラムハウジング１５１の周面部１５３には、第１のケーブルガイド部材１２９、第２
のケーブルガイド部材１３９が設けられる切り欠き部１５５が形成されている。切り欠き
部１５５以外の周面部１５３は、モータ１４１に係合したドラム１０１の周面を覆い、第
１，第２のケーブル１２１，１３１がドラム１０１の溝１０３から外れるのを防止するよ
うになっている。
【００２５】
　図１、図２に示すように、ドラムハウジング１５１の開放面は、ねじ１６１でモータ１
４１に取り付けられるドラムカバー１６３で覆われる。
　そして、本形態例では、図４に示すように、ドラム１０１の角穴１０７がモータ１４１
の出力軸１４３に係合すると、ドラム１０１の周面に形成された溝１０３のうち、上面（
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他方の面）１０９側の溝の少なくとも一巻き分がドラムハウジング１５１から外部に露出
するように、ドラム１０１、ドラムハウジング１５１の周面部１５３の高さを設定してい
る。また、ドラムカバー１６３は、ドラムハウジング１５１の開放面を覆う本体部１６５
と、ドラムハウジング１５１から外部に露出したドラム１０１の周面を覆うドラム周面対
向部１６７とを有している。
【００２６】
　次に、上記構成のケーブル巻き取り機構の組付け方法を説明する。
　第１のケーブル１２１に第１のケーブルガイド部材１２９を取り付け、第２のケーブル
１３１に第２のケーブルガイド部材１３９を取り付ける（第１工程）。
【００２７】
　ドラム１０１の下面（一方の端面）１０５のエンド部材係止部１１３に第１のケーブル
１２１のエンド部材１２３を係止する(第２工程)。
　ドラムハウジング１５１の開放面からドラム１０１を挿入し、前記ドラム１０１の下面
（一方の端面）の角穴１０７をモータの出力軸１４３に係合させる(第３工程)。
【００２８】
　第１のケーブルガイド部材１２９をドラムハウジング１５１の切り欠き部１５５に設け
る(第４工程)。
　モータ１４１を駆動して、ドラム１０１を一方の方向に回転させて、第１のケーブル１
２１をドラム１０１に巻回する(第５工程)。
【００２９】
　ドラム１０１の上面（他方の端面）１０９のエンド部材係止部１１１に第２のケーブル
１３１のエンド部材１３３を係止し、ドラムハウジング１５１から外部に露出したドラム
１０１の周面の溝に第２のケーブル１３１を巻き付ける(第６工程)。
【００３０】
　第２のケーブルガイド部材１３９をドラムハウジング１５１の切り欠き部１５５に設け
る(第７工程)。
　ねじ１６１を用いてドラムカバー１６３を取り付け、ドラムハウジング１５１の開放面
を覆う(第８工程)。
【００３１】
　このような構成によれば、ケーブル巻き取り機構を組付ける際には、専用のケーブル巻
き取り装置にドラムをセットし、ドラムに第１のケーブルを巻回し、専用のケーブル巻き
取り装置にセットされたドラムの角穴にモータの駆動軸を係合させ、専用のケーブル巻き
取り装置より第１のケーブル１２１及び第２のケーブル１３１が巻回されたドラム１０１
を取り外して、モータ１４１側に移動させる手間が不要となる。また、専用のケーブル巻
き取り装置が不要となる。よって、製造工数を削減でき、製造コストも低減できる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本形態例のケーブル巻き取り機構の分解斜視図である。
【図２】図１の分解斜視図を下方から見た分解斜視図である。
【図３】組み付け後における図１の上面図である。
【図４】図３の切断線Ａ－Ａでの断面図である。
【図５】ウインドレギュレータの構成図である。
【図６】図５のケーブル巻き取り機構の分解斜視図である。
【符号の説明】
【００３３】
１０１　ドラム
１０３　溝
１２１　第１のケーブル
１２９　第１のケーブルガイド部材
１３１　第２のケーブル
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１３９　第２のケーブルガイド部材
１５１　ドラムハウジング
１６３　ドラムカバー

【図１】 【図２】
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【図４】

【図５】

【図６】
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